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1.はじめに 

 臨海埋立地から地下水の流下を遮断する目的で、

埋立地護岸内側近傍にソイルセメント地中連続壁を

造成した。壁体には高い遮水性、施工には護岸基礎

捨石地盤に対する適用性等が要求され、①水平方向

に継ぎ目が無く連続で、②鉛直方向の全土層に亘り

均質な壁が造成でき 1)、③高い切削能力 2）を有する

TRD工法により、遮水壁を造成した。 

 本報告では、壁体の施工方法、壁体の品質(一軸圧

縮強さ、透水係数）について述べ、総理府・厚生省

の共同命令の鉛直遮水壁の構造基準 3)により壁体の

遮水性を評価した。 

2.地盤条件 

 代表的な土質柱

状図を図 1（A 区

間）に示す。地盤

は地表より 8mま

で礫混じり砂質土

「埋土」で、8～

11.8mまでがシル

ト混じり転石「護

岸の基礎捨石」、

11.8～13.5mが砂

質シルト、13.5m

以深が粘土である。

転石は大半が砂岩で、重量が最大 1t/個、一軸圧縮強

さが 70～100N/mm2である。 

3.遮水壁の施工方法 

1）遮水壁の規模 

 遮水壁の代表断面図（A 区間）を図 1 に示す。

壁厚：550mm、A区間の壁深度：14m、B区間の

壁深度：9m、延長：1,690m、壁総面積：19,366m2

である。壁の先端は不透水層に貫入されている。 

 

 

 

2）施工手順 

 施工方法は、壁面毎に①カッターポストの建込

み、②壁造成（図 2）、③カッターポストの引抜き

の工程で全施工を終えた。 

3）配合 

 現地での遮水壁は、事前の室内配合試験結果に

現地での施工状況を加味し、表 1 に示す配合によ

り施工した。尚、使用した固化材はセメント系固

化材である 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）施工状況 

深度 8～12mの転石「護岸の基礎捨石」の切削

に対応可能な特殊ビットを用いて施工を行った

（写真 1）。時折ビットの磨耗・欠落等が生じたも

のの、無事に施工を完了することができた。 

4.止水壁の品質 

 造成された壁体よりコアボーリングを行い、コア

供試体の一軸圧縮強度試験および透水試験を行った。

結果を下記に示す。 

 

 

 

図 1 土質柱状図と遮水壁断面図 

図 2 造成方法 写真 1 特殊ビット 
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表 1 対象土量 1m3当りの配合量 
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図 3 強度及び透水係数の分布 
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 1）コアの採取状況 

  採取されたコアの状態は、礫が混入しているも

のの亀裂は無く、全長に亘り連続した健全なもの

であった。（写真 2） 

2）一軸圧縮強さ：qu（図 3） 

①一軸圧縮強さ qu は、A 区間では、5.7～

7.3N/mm2 の範囲で、平均強さは、6.2N/mm2 で

あった。B区間では、4.4～6.9N/mm2の範囲で、 

平均強さは 5.6N/mm2であった。 

②施工地盤が埋土、転石、シルト、粘土の互層地

盤であるのにも拘らず、qu の変動係数：V は A

区間：V=16.4%、B区間：V=22.5％と小さく、壁

深度全長に亘り、均質な壁が造成されていた。 

3）透水係数：k（図 3） 

①供試体の透水係数は、A 区間：7.1×10-9～6.5

×10-9cm/sec、B区間：1.3×10-8～6.5×10-9cm/sec

の値を示しており、透水係数が非常

に低く、実質不透水に分類される。 

②施工地盤が互層地盤であるにも拘

ら ず 、 透 水 係 数 が 1 × 10-8～

10-9cm/secのオーダーの範囲にあり、

バラツキが小さく、遮水性の高い均

質な壁体が造成されていたものと判

断できる。 

5.遮水壁の評価 

造成された遮水壁を、「総理府・厚生

省の共同命令の鉛直遮水壁の構造基準

3)以下、基準という）」で以下の様に評

価した。 

 1）基準 

 ①壁の厚さは、50cm以上であること。 

 ②壁の透水係数は、1×10-6cm/sec以下であること。 

 ③浸出水の壁透過時間は、1.6年以上 5)であること。 

 2）本遮水壁の結果と基準の比較 

 ①壁の厚さは、55cm であり、基準の 1.1 倍以上

である。 

②壁の透水係数は、1.3×10-8～6.5×10-9cm/sec

であり、基準の 1/77～1/154倍である。 

 ③浸出水の壁透過時間は 140 年～270 年であり、 

基準の 80～170 倍である。 

 上記のとおり、今回造成した壁体の品質は共同命

令の基準を大幅に上回り、壁体を浸出水が透過する

には 100 年以上を要することとなる。 

6.おわりに 

 TRD 工法は山留め壁工法として開発実用化され

て 8 年を経過し新工法ではあるが、高い遮水性を有

し地層の適用性も広く、近年需要が急増し施工実

績：150 件、最大壁深度：50ｍ、壁面積：70 万 m2

に至っている。本工法による鉛直遮水壁は、不透水

層が深い臨海埋立地や砂礫・岩盤の山埋立地新設の

廃棄物最終処分場の遮水工、現処分場の補修の遮水

工、不適性処分場の外周の遮水工に対して、有効で

あると思われる。 
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写真 2 コアの採取状況 
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